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1. はじめに 

 

 本書は、弊社 UHF 920MHz 帯リーダ・ライタ(以下、リーダ・ライタとします)を使用し、ソフトウエア開発を行なうた

めの開発情報について説明するものです。 

 

※ Windows、Microsoft Visual Studio、Microsoft Visual C++、Microsoft Visual Basic .NET、Microsoft 

Visual C# .NET は、米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

※ その他、商品名及び製品名などは一般に各社の商標または登録商標です。 

 

2. リーダ・ライタ種別 

 リーダ・ライタは、以下の 2種を用意しております。 

 

表 1-1 

名称 使用プロトコル 対象機種 

ART Finex UHF リーダ・ライタ 

CB ファミリ 

ART Finex リーダ・ライタ 

プロトコル UHF 版 

[CB ファミリ SP モデル] 

UP-200-J3、UP4-200-J3、UP8-200-J3他 

[CB ファミリ AR モデル] 

UXA250-4、UXA250-8、UXA250-16 他 

[CB ファミリ AU モデル] 

UP-1000-J3、UP4-1000-J3、UP8-1000-J3 他 

UP-250-J3、UP4-250-J3、UP8-250-J3 他 

[CB ファミリ SU モデル] 

UP-1000-J2、UP-250-J2 他  

ART Finex UHF リーダ・ライタ 

f ファミリ 

URW-SP プロトコル [f ファミリ SP モデル] 

PRM92J30CE-S 、 UP-200f-J3 、 UT-200f-J2 、 UC-

200f-J2他 
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 開発情報は、インターフェース拡張オプションの有無によって区別できます。 

⚫ [CB ファミリ] : インターフェース拡張オプションが付属されている製品群 

⚫ [f ファミリ] :  インターフェース拡張オプションがない製品群 

 同一システムで、様々なインターフェースをご利用になる場合や、将来的なインターフェース拡張を予定している場

合には、[CB ファミリ]をお勧め致します。組み込み利用など、特定のインターフェースでご利用になる場合には、[f ファ

ミリ]をご利用ください。 

 

 また、インターフェース拡張オプション[CB ファミリ]をご利用になることにより、以下の機能が拡張されます。 

⚫ 4 つのインターフェース(RS-232C、USB、LAN、無線 LAN) 

※ 製品により、標準搭載インターフェースは異なります。 

⚫ リーダ・ライタが自律的に RFID タグ認識変化状態を検知し、上位へ通知する「タグ移動時通知」機能 

⚫ 拡張基板の汎用 IOポート(12本) 

※ 製品により、利用可能なポート数は異なります。 

⚫ UHF帯アンテナ切替器により複数のアンテナに対応 

※ 拡張基板の汎用 IOポートを利用します。 
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3. 開発手法 

 

 開発情報 CD-ROM には、以下のものが同梱されています。 

⚫ プロトコル仕様書 

⚫ Windows向け開発用ライブラリ(API)、及び仕様書 

⚫ サンプルソース 

⚫ Windows用サンプルアプリケーション 

 

 リーダ・ライタを使用したソフトウエア開発の手法として、リーダ・ライタプロトコルを使用する開発手法と、Windows

向け開発用ライブラリ(API)を使用する開発手法の二つがあります。以下に、それぞれの場合において必要なドキュメ

ント、及びツールの説明を記述します。 

 

3.1. リーダ・ライタプロトコルを使用した開発手法 

 

 使用するドキュメント、及びツール 

⚫ プロトコル仕様書 

⚫ サンプルアプリケーション(ICTagWriter2) 

 

 プロトコル仕様書は、ご利用になるリーダ・ライタによって、異なる種類(URW-SP プロトコル、ART Finex リーダ・ライ

タプロトコル UHF 版)の仕様書がございます。仕様書には、リーダ・ライタを制御するためのコマンド定義が記載されて

います。 

※ URW-SP プロトコル、ART Finex リーダ・ライタプロトコル UHF 版には、互換性がございません。 

※ リーダ・ライタに対応するプロトコルは、表１-１にてご確認ください。 

 

 それぞれのコマンドは、サンプルアプリケーション(ICTagWriter2)にて確認することができます。メイン画面のメニュー

[Command …]から、定義されたコマンドをリーダ・ライタに送信し、受信したコマンドが確認できます。 

また、メイン画面のメニュー[Monitor …]では、PC とリーダ・ライタとの間の送受信データをモニタできます。 

 サンプルアプリケーションは Windows 11 に対応しています。それ以外の環境で開発される場合は、ターミナルソフ

ト等を使用してコマンドの確認を行なってください。 
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3.2. 開発用ライブラリ(API)を使用した開発手法 

 

 使用するドキュメント、及びツール 

⚫ 開発用ライブラリ(API)、及び仕様書 

⚫ サンプルソース 

 

 開発用ライブラリ(API)は、定義されている各関数をプログラム内で呼び出すことにより、プロトコル仕様書に記載さ

れているコマンド定義を意識することなくリーダ・ライタを制御し、RFID タグへのアクセス、リーダ・ライタパラメータの設

定・取得等を行うことができます。 

 開発用ライブラリ(API)を使用することで、これらの機能を実装したアプリケーションを容易に開発することができます。

開発用ライブラリ(API)の関数、及びファミリ、モデル毎の対応・非対応につきましては、「別紙：開発用ライブラリ

(API)関数一覧」をご参照ください。 

 開発用ライブラリ(API)は、Visual Studio(Visual C++、Visual C# .NET、Visual Basic .NET)で使用することが

できWindows 11 に対応しています。  
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 以下に、開発用ライブラリ(API)を使って、RFID タグの EPC を取得し、表示する簡単な例を示します(C++)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、同梱されているサンプルソースは、開発用ライブラリ(API)を使った、RFID タグの EPC の取得、RFID タグのメ

モリの読み取り、書き込みを行うアプリケーションのソースコード群です。これらのソースコード群を参照することで、実装

方法を確認することができます。 

 サンプルソースは、Visual Studio 2015(Visual C++、Visual C# .NET、Visual Basic .NET)で作成されたものを 

それぞれ同梱しています。 

 

4. USB ドライバ 

 USB ドライバは、FTDI社の HP からダウンロードしてご利用いただけます。 

Windows、Linux、Mac OS、Android(Java)用の USB ドライバがございます。 

 

  

TypeCTagID_T tagID[5]; 

unsigned char Count = 5; 

 

int iCommNo = so_CommSetup(255, 1, 115200); 

if (iCommNo > 0) { 

 int iResult = su_ReadTagID_Single(iCommNo, tagID, &Count); 

 if (iResult == OK) { 

  for (int i = 0; i < Count; i++) { 

   for (int j = 0; j < tagID[i].EPC_Length; j++) { 

    printf("%02X", tagID[i]. EPC[j]); 

   } 

   printf("\n"); 

} 

 } 

so_CommDelete(iCommNo); 

} 

Else { 

 printf("Connect error!\n"); 

} 
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5. 開発情報 CD-ROM同梱アプリケーション 

 

 開発情報 CD-ROM には、下の Windows用アプリケーションが同梱されております。 

⚫ ICTagWriter2 

 

5.1. ICTagWriter2 

 ICTagWriter2 は、RFID タグの読取りやエンコード、メモリのリード/ライト、リーダ・ライタの各種設定値の取得/設

定、タグとの通信確認等、リーダ・ライタのほぼ全ての機能が確認できるアプリケーションです。また、タグの認識状況

が変化した時（移動時通知機能）やタグの認識し始めと認識しなくなった時（InOut 時通知機能）に通知する

機能などがあります。 

 RFID タグのエンコード方法については、「UHF 帯タグエンコードガイド_ICTagWriter2版」をご参照ください。 
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6. Android向け開発情報 

 

USB ホスト機能を有する Android 端末にて、USB インターフェースを持つリーダ・ライタを制御することができます。 

Android向けの場合、FTDI社の「JAVA D2XX for Android API」を使用し、リーダ・ライタプロトコルに従って 

リーダ・ライタにコマンドを送信します。 

Android向けの開発情報の詳細につきましては、「Android 搭載ホスト向け開発情報について」をご参照ください。 

 

7. Raspberry Pi 向け開発情報 

Raspberry Piでリーダ・ライタを制御することができます。 

標準 OS（Raspberry Pi OS）には、FTDI社製 USB→シリアル変換デバイス用のカーネルドライバが標準で含まれ

ており、FTDI製デバイスを接続すれば追加ドライバ無しで認識されるのが一般的です。 

ラズパイ向けの制御方法の詳細につきましては、別紙「Raspberry Pi でRFID リーダ・ライタを制御する例」をご参照

ください。 
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8. UHF制御プロトコル一覧 

8.1. ｆファミリ用 

区分 メッセージ 内容 

0x03 Get Reader Information リーダ・ライタの機器情報を取得します 

0x06 Get Current Region リーダ・ライタに現在設定されているリージョン情報を取得します 

0x07 Set Region リーダ・ライタにリージョン情報(Korea, US, Europe, Japan, China)を設定します 

0x0B 
Get Type C A/I Select 

Parameters 

リーダ・ライタに設定されている、EPC Class1 Generation2 エアインターフェースプロトコルに

おける Select コマンドのパラメータを取得します 

0x0C 
Set Type C A/I Select 

Parameters 

リーダ・ライタに設定されている、EPC Class1 Generation2 エアインターフェースプロトコルに

おける Select コマンドのパラメータを設定します 

0x0D 
Get Type C A/I Query 

Parameters 

リーダ・ライタに設定されている、EPC Class1 Generation2 エアインターフェースプロトコルに

おける Query コマンドのパラメータを取得します 

0x0E 
Set Type C A/I Query 

Parameters 

リーダ・ライタに設定されている、EPC Class1 Generation2 エアインターフェースプロトコルに

おける Query コマンドのパラメータを設定します 

0x22 Read Type C Tag ID Single RFID タグの ID を取得します 

0x27 
Read Type C Tag ID 

Multiple 
RFID タグの ID を指定回数分連続して取得します 

0x28 
Stop Read Type C Tag ID 

Multiple 

実行中の「Read Type C Tag ID Multiple」コマンドによる RFID タグの連続取得を停止しま

す 

0x39 Read Type C Tag Memory RFID タグの指定したメモリのデータを読み込みます 

0x49 Write Type C Tag Data RFID タグの指定したメモリへデータを書み込みます 

0x53 Get Tx Power リーダ・ライタの送信出力を取得します 

0x54 Get SP Version リーダ・ライタのファームウェアのバージョンを取得します 

0x56 UART Baud Rate UART のボーレートの設定・取得をします 

0x57 I/O Settings 各 I/O ポートの設定・取得をします 

0x58 I/O Access 各 I/O ポートの読取・書込をします 

0x59 Command Retry 
ReadTypeCTagIDSingle、ReadTypeCTagMemory、WriteTypeCTagData コマンド送信

時のリトライ回数を設定します。 

0x5A Channel Hopping 周波数チャネルのホッピングパターンを設定します 

0x5B Change EAS EAS の有効・無効を設定します 

0x5C EAS Alarm EAS を有効にしているタグの応答を取得します 

0x62 
Get Tag Select 

Memory Bank Setting 

各種コマンドで使用する RFID タグを特定するためのコマンドパラメータのメモリバンク設定を

取得します 

0x63 
Set Tag Select 

Memory Bank Setting 

各種コマンドで使用する RFID タグを特定するためのコマンドパラメータのメモリバンクを設定

します 

0x64 
Block Write Type C Tag 

Data 
Block Write コマンドを使用し RFID タグの指定したメモリへデータを書み込みます 
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区分 メッセージ 内容 

0x65 Kill Type C Tag RFID タグをキル（無効化）します 

0x66 Get Reader ID リーダ・ライタに設定した ID を取得します 

0x67 Set Reader ID リーダ・ライタに任意の ID を設定します 

0x6B Get Tag RSSI タグ毎の受信電波強度を取得します 

0x82 Lock Type C Tag RFID タグのメモリバンクをロックします 

0xAA Get current RF channel リーダ・ライタに現在設定されているチャネル情報を取得します 

0xAB Set current RF channel リーダ・ライタにチャネル情報を設定します 

0xB2 Set Tx Power リーダ・ライタの送信出力を設定します 

0xC5 Get RSSI リーダ・ライタの受信電波の強度を取得します 

0xC6 Scan RSSI リーダ・ライタの全ての周波数チャネルの受信電波の強度を取得します 

0xD2 Set EEPROM リーダ・ライタの設定を EEPROM に保存します 

0x08 Reset Reader リーダ・ライタをリセットします。 

0xF1 Reset Reader Any Time リーダ・ライタの応答が無い状態でも強制的にリセットします。 

特殊 Check Responsive リーダ・ライタが応答を返せるか確認します。 

0x83 BlockPermaLock メモリブロックをパーマロックします。 

0x01 Set Power Down 低消費電力モードに変更します。 
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8.2. CB ファミリ用 

タグ操作メッセージ 

メッセージ 区分 

モデル 

内容 

SP SU AR AU 

タグ ID 取得 20 ◯ ◯ ◯ ◯ タグ ID を取得します 

タグ情報通知 

(マルチモード) 
27 ◯ × × × (上位への通知専用)検出したタグ情報をホストへ通知します 

タグ ID 取得停止 24 ◯ × × × タグ ID 取得(マルチモード動作中)のとき、マルチモードを停止します 

Tag RSSI 取得 63 ◯ ◯ ◯ ◯ タグの ID＋RSSI を取得します 

タグ ID 取得(多数タグ用) 2D ◯ ◯ ◯ ◯ タグの ID を取得します(タグ数 15 個以上に対応) 

Tag RSSI 取得(多数タグ用) 65 ◯ ◯ ◯ ◯ タグの ID＋RSSI を取得します(タグ数 15 個以上に対応) 

タグ ID 取得(マージなし用) 2E × ◯ ◯ ◯ 
タグ ID を取得します。同一タグ ID であってもマージ処理は行わず上

位へ通知します。 

タグ ID＋RSSI＋メモリ取得 30 × × ◯ ◯ タグの ID＋RSSI＋指定メモリを同時に取得します 

タグ ID＋RSSI＋メモリ×2

取得 
31 × × ◯ × タグの ID＋RSSI＋指定メモリ×2 箇所を同時に取得します 

メモリリード 22 ◯ ◯ ◯ ◯ タグの指定メモリ内容を取得します 

メモリライト 23 ◯ ◯ ◯ ◯ タグの指定メモリへデータ書き込みを行います 

ブロックライト 2C ◯ ◯ ◯ ◯ 
Block Write コマンドを使用しタグの指定メモリへデータを書み込みま

す 

Lock タグ 25 ◯ ◯ ◯ ◯ 指定したメモリバンクをロックします 

Kill タグ 26 ◯ ◯ ◯ ◯ 指定したタグを無効にします 
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機器操作メッセージ 

メッセージ 区分 

モデル 

内容 
SP SU AR AU 

シリアル回線速度設定 17 ◯ ◯ ◯ ◯ シリアル通信（RS-232C/LAN）の回線速度を設定します 

シリアル回線速度取得 18 ◯ ◯ ◯ ◯ シリアル通信（RS-232C/LAN）の回線速度を取得します 

機器種別取得 1A ◯ ◯ ◯ ◯ 接続機器の種別を取得します 

EEPROM データ取得 41 ◯ ◯ ◯ ◯ 不揮発性メモリから指定するデータを取得します 

リージョン取得 61 ◯ × × × 設定されているリージョン情報を取得します 

ワンショット IO 制御 78 ◯ ◯ ◯ ◯ 指定した IO ポートに対して、ワンショット出力制御を行います 

バージョン取得 81 ◯ ◯ ◯ ◯ ファームウェアバージョン情報を取得します 

UHF モジュール情報取得 84 ◯ ◯ ◯ ◯ UHF モジュールの情報を取得します 

IO ポート入出力設定 8A ◯ ◯ ◯ ◯ ポート 1～12 の入出力設定を行います 

IO ポート入出力取得 8B ◯ ◯ ◯ ◯ ポート 1～12 の入出力設定の取得を行います 

IO ポート出力 8C ◯ ◯ ◯ ◯ 指定ポートへデータ出力を行います 

IO ポート入力 8D ◯ ◯ ◯ ◯ 指定ポートからデータ入力を行います 

IO ポート出力切替値設定 8E ◯ ◯ ◯ ◯ 
IOポートの電源投入後(又は出力設定切替時)の出力レベルの

設定を行います 

IO ポート出力切替値取得 8F ◯ ◯ ◯ ◯ IO ポート出力切替値設定の取得を行います 

移動時通知モード 

パラメータ設定 
A4 ◯ ◯ ◯ ◯ 移動時通知モードのパラメータを不揮発性メモリへ設定します 

〃 パラメータ取得 A5 ◯ ◯ ◯ ◯ 移動時通知モードで使用するパラメータを取得します 

〃 動作設定 85 ◯ ◯ ◯ ◯ 移動時通知モードを開始/停止します 

〃 動作取得 86 ◯ ◯ ◯ ◯ 移動時通知モードの状態(動作中/停止中)を取得します 

〃 タグ情報通知 21 ◯ ◯ ◯ ◯ 
移動時通知モード動作中に変化したタグ情報をホストへ通知し

ます 

コマンドパラメータ制御設定 A8 ◯ ◯ ◯ ◯ 
コマンドパラメータを不揮発性メモリへ書き込む制御情報を設定

します 

コマンドパラメータ制御取得 A9 ◯ ◯ ◯ ◯ 
コマンドパラメータを不揮発性メモリへ書き込む制御情報を取得

します  

PowerON パラメータ設定 AA ◯ ◯ ◯ ◯ 電源投入時のパラメータを設定します 

リーダ ID 設定 E2 ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ ID を設定します 

リーダ ID 取得 E3 ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ ID を取得します 

リーダ名設定 E4 ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ名を設定します 

リーダ名取得 E5 ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ名を取得します  

 



開発情報(開発者支援キット[DK]付属 CD-ROM)の概要 

12 

 

 

メッセージ 区分 

モデル 

内容 
SP SU AR AU 

IO 入力監視 

パラメータ設定 
97 ◯ ◯ ◯ ◯ IO 入力通知モードのパラメータを設定します 

〃 パラメータ取得 98 ◯ ◯ ◯ ◯ IO 入力通知モードのパラメータを取得します 

〃 動作設定 95 ◯ ◯ ◯ ◯ IO 入力通知モードを開始/停止します 

〃 動作取得 96 ◯ ◯ ◯ ◯ IO 入力通知モードの状態を取得します 

〃 IO 通知 94 ◯ ◯ ◯ ◯ IO 入力通知モード中に変化した IO 入力状態を通知します 

リセット FF ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ・ライタをリセットします 

強制リセット F4 ◯ ◯ ◯ ◯ 
通常の「リセット」より優先的に実行される強制リセットを行いま

す 

応答確認 特殊 ◯ ◯ ◯ ◯ リーダ・ライタが応答を返せるか確認します 

ファクトリーリセット EF ◯ ◯ ◯ ◯ 出荷時のパラメータに戻します 
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タグ読み取り設定メッセージ 

メッセージ 区分 

モデル 

内容 S

P 
SU AR AU 

送信出力設定 16 ◯ ◯ ◯ ◯ 送信出力を設定します 

送信出力取得 1B ◯ ◯ ◯ ◯ 送信出力を取得します 

タグ特定メモリバンク設定 2A ◯ × × × 
タグを特定する際に使用するメモリバンク 

（EPC／TID）を設定します 

タグ特定メモリバンク取得 2B ◯ × × × 
タグを特定する際に使用するメモリバンク 

（EPC／TID）を取得します 

周波数ホッピング設定 35 ◯ ◯ ◯ ◯ ホッピングパターンを設定します 

周波数ホッピング取得 36 ◯ ◯ ◯ ◯ ホッピングパターンを取得します 

ホッピング有無設定 3A ◯ ◯ ◯ ◯ ホッピング制御の有無を設定します 

ホッピング有無取得 3B ◯ ◯ ◯ ◯ ホッピング制御の有無を取得します 

Select パラメータ設定 52 ◯ × ◯ ◯ Select パラメータを設定します 

Select パラメータ取得 53 ◯ × ◯ ◯ Select パラメータを取得します 

Query パラメータ設定 54 ◯ × ◯ ◯ Query パラメータを設定します 

Query パラメータ取得 55 ◯ × ◯ ◯ Query パラメータを取得します 

RF チャネル設定 56 ◯ ◯ ◯ ◯ 使用する RF チャネル(周波数)を設定します 

RF チャネル取得 57 ◯ ◯ ◯ ◯ 現在の RF チャネル(周波数)を取得します 

RSSI 取得 5D ◯ × × × 受信電波強度（RSSI レベル）を取得します 

Select 有効/無効設定 5E × × ◯ ◯ Select パラメータの有効/無効を設定 

Select 有効/無効取得 5F × × ◯ ◯ Select パラメータの有効/無効を取得 

全チャネル RSSI スキャン 64 ◯ × × × 全チャネルをスキャンして RSSI を取得します 

Tag Access Retry 設定 66 ◯ × × × タグアクセスコマンドのリトライ回数を設定します 

Tag Access Retry 取得 67 ◯ × × × タグアクセスコマンドのリトライ回数を取得します 

UHF モジュール設定値保存 E0 ◯ ◯ ◯ ◯ 不揮発性メモリに現在の設定を保存します 

Q 値設定 6E × ◯ △ ◯ Query パラメータの Q 値を設定します 

Q 値取得 6F × ◯ ◯ ◯ Query パラメータの Q 値を取得します 

送信時間設定 6A × ◯ ◯ ◯ 送信時間（滞留時間）を設定します 

送信時間取得 6B × ◯ ◯ ◯ 送信時間（滞留時間）を取得します 

カウント数設定 6C × ◯ ◯ ◯ カウント数（巡回回数）を設定します 

カウント数取得 6D × ◯ ◯ ◯ カウント数（巡回回数）を取得します 

セッション有効/無効設定 75 × ◯ ◯ ◯ セッションの有効/無効を設定します 
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セッション有効/無効取得 76 × ◯ ◯ ◯ セッションの有効/無効を取得します 

RSSI フィルタリング条件設定 7A × ◯ ◯ ◯ RSSI フィルタリングの条件を設定します 

RSSI フィルタリング条件取得 7B × ◯ ◯ ◯ RSSI フィルタリングの条件を取得します 

RSSI フィルタリング範囲値設定 7C × ◯ ◯ ◯ RSSI フィルタリングの範囲値を設定します 

RSSI フィルタリング範囲値取得 7D × ◯ ◯ ◯ RSSI フィルタリングの範囲値を取得します 

アンテナごとの送信出力設定 AE ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナごとの送信出力値を設定します 

アンテナごとの送信出力取得 AF ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナごとの送信出力値を取得します 

アンテナごとのセッション設定 B0 ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナごとのセッション値を設定します 

アンテナごとのセッション取得 B1 ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナごとのセッション値を取得します 

ファームウェアタイプ取得 FD × ◯ ◯ ◯ ファームウェアタイプを取得します 

変調方式設定 F5 × ◯ ◯ ◯ 変調方式を設定します 

変調方式取得 F6 × ◯ ◯ ◯ 変調方式を取得します 

最大タグ ID 取得数設定 A6 ◯ × ◯ ◯ 1 回で読取り可能な RF タグの最大数などを設定します 

最大タグ ID 取得数取得 A7 ◯ × ◯ ◯ 
1 回で読取り可能な RF タグの最大数などを取得設定し

ます 

アンテナエラー通知 有効/無

効 設定/取得 
87 × × × ◯ 

アンテナ未接続(断線)等のエラーの通知有無を設定しま

す。 

 

機器オプションメッセージ 

メッセージ 区分 

モデル 内容 

SP SU AR AU  

アンテナ切替 82 ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナ ch を切り替えます 

アンテナ切替値取得 83 ◯ ◯ ◯ ◯ アンテナ ch を取得します 

アンテナ切替値取得（UP2 用） FA × ◯ △ △ 
アンテナ ch を取得します 

UP2-250/UP2-1000 用 

アンテナ切替設定（UP2 用） FB × ◯ △ △ 
アンテナ ch を切り替えます 

UP2-250/UP2-1000 用 
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9. 開発用ライブラリ関数一覧 

■開発環境 

 Microsoft Visual Studio (Visual C++、Visual Basic .NET、Visual C# .NET） 

■対応 OS 

 Microsoft Windows 11  

 

No.  関数名 説明 

対応 

f ファミリ CB ファミリ 

SP SP SU AR AU 

ホスト PC との接続・切断 

1 so_CommSetup 接続 ○ ○ ○ ○ ○ 

2 so_CommSetupIP 接続(IP) ○ ○ ○ ○ ○ 

3 so_CommDelete 切断 ○ ○ ○ ○ ○ 

4 so_ResetReaderBeforeConnect リセット ○ × × × × 

ユーティリティ 

1 so_SetReceiveTimeout リーダ・ライタとの受信タイムアウト設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

2 so_SetCommandMonitor リーダ・ライタとホスト間のコマンド表示 ○ ○ ○ ○ ○ 

機器設定の変更・取得             

1 so_SpSetLineSpeed 回線速度設定(f ファミリ) ○ × × × × 

2 so_SpGetLineSpeed 回線速度取得(f ファミリ) ○ × × × × 

3 so_SoSetLineSpeed 回線速度設定(CB ファミリ) × ○ ○ ○ ○ 

4 so_SoGetLineSpeed 回線速度取得(CB ファミリ) × ○ ○ ○ ○ 

5 so_GetReaderInformation 機器情報取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

6 so_GetSPVersion ファームウエアバージョン取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

7 so_SetReaderID 機器 ID 設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

8 so_GetReaderID 機器 ID 取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

9 so_SetReaderName 機器名称設定 × ○ ○ ○ ○ 

10 so_GetReaderName 機器名称取得 × ○ ○ ○ ○ 

11 so_GetReaderType 機器種別(モデル)取得 × ○ ○ ○ ○ 

12 so_SetEEPROM 不揮発性メモリに現在の設定を保存 ○ ○ ○ ○ ○ 

13 so_SetStorageLocation 
機器設定変更時の書込先(不揮発性メモリ

/RAM)の設定 
× ○ × × × 

14 so_GetStorageLocation 
機器設定変更時の書込先(不揮発性メモリ

/RAM)の取得 
× ○ × × × 

15 so_SetPowerOnParameter 
電源投入時の制御設定(無線 LAN 設定の初期

化) 
× ○ ○ ○ ○ 

16 so_FactoryReset 工場出荷時のパラメータに戻す × ○ ○ ○ ○ 

17 so_ReadTemperature モジュールの周辺温度とアンプ部温度を取得 × × × × ○ 
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No.  関数名 説明 

対応 

f ファミリ CB ファミリ 

SP SP SU AR AU 

機器制御 

1 so_ResetReader 機器のリセット ○ ○ ○ ○ ○ 

2 so_ResetReaderAnyTime 機器の強制リセット ○ ○ ○ ○ ○ 

3 so_SpTransmit 任意コマンドの送信(f ファミリ) ○ × × × × 

4 so_SoTransmit 任意コマンドの送信(CB ファミリ) × ○ ○ ○ ○ 

タグ取得パラメータ 

1 so_SetCurrentRFchannel 周波数チャネル設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

2 so_GetCurrentRFchannel 周波数チャネル取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

3 so_SetTxPAPower RF 出力値設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

4 so_GetTxPower RF 出力値取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

5 so_SetFrequencyHopping 周波数ホッピング有効/無効設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

6 so_GetFrequencyHopping 周波数ホッピング有効/無効取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

7 so_SetHoppingSequence 周波数ホッピングの種類を設定 ○ ○ ○ ○ ○ 

8 so_GetHoppingSequence 周波数ホッピングの種類を取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

9 so_SetTypeSelectParameters Select パラメータ設定 ○ ○ × ○ ○ 

10 so_GetTypeSelectParameters Select パラメータ取得 ○ ○ × ○ ○ 

11 so_SetTypeQueryParameters Query パラメータ設定 ○ ○ × ○ ○ 

12 so_GetTypeQueryParameters Query パラメータ取得 ○ ○ × ○ ○ 

13 so_SetCommandRetry コマンドリトライの設定 ○ ○ × × × 

14 so_GetCommandRetry コマンドリトライの取得 ○ ○ × × × 

15 so_GetCurrentRegion リージョン(地域)取得 ○ ○ × × × 

16 so_SetSelectBankSetting タグ特定メモリバンク(EPC or TID)設定 ○ ○ × × × 

17 so_GetSelectBankSetting タグ特定メモリバンク(EPC or TID)取得 ○ ○ × × × 

18 so_GetRSSI 受信電波強度(RSSI)取得 ○ ○ × × × 

19 so_ScanRSSI 全チャネルの受信電波強度(RSSI)の取得 ○ ○ × × × 

20 so_SetQuery Query パラメータの Q 値設定 × × ○ ○ ○ 

21 so_GetQuery Query パラメータの Q 値取得 × × ○ ○ ○ 

22 so_SetDwellTime 送信時間設定 × × ○ ○ ○ 

23 so_GetDwellTime 送信時間取得 × × ○ ○ ○ 

24 so_SetRoundCount カウント数設定 × × ○ ○ ○ 

25 so_GetRoundCount カウント数取得 × × ○ ○ ○ 

26 so_SetRssiFilter タグの RSSI フィルタリング条件設定 × × ○ ○ ○ 

27 so_GetRssiFilter タグの RSSI フィルタリング条件取得 × × ○ ○ ○ 

28 so_SetModulation 変調方式設定 × × ○ ○ ○ 

29 so_GetModulation 変調方式取得 × × ○ ○ ○ 

30 so_SetSelectEnable Select パラメータの有効/無効設定 × × × ○ ○ 

31 so_GetSelectEnable Select パラメータの有効/無効取得 × × × ○ ○ 

32 so_SetMaxTagCount １回で読み取れる RF タグの最大数を設定 × ○ × ○ ○ 

33 so_GetMaxTagCount １回で読み取れる RF タグの最大数を取得 × ○ × ○ ○ 

34 so_SetNotifyAntError モジュールからのエラー通知抑制を設定 × × × × ○ 

35 so_GetNotifyAntError モジュールからのエラー通知抑制を取得 × × × × ○ 
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No.  関数名 説明 

対応 

f ファミリ CB ファミリ 

SP SP SU AR AU 

タグ操作 

1 su_ReadTagID_Single タグ ID 取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

2 su_ReadTagID_Single_ForManyTag タグ ID 取得（多数タグ用） × ○ ○ ○ ○ 

3 su_ReadTagID_Multiple 連続タグ ID 取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

4 so_StopReadTagID_Multiple 連続タグ ID 取得停止 ○ ○ × × × 

5 su_ReadTagID_Multiple_ForManyTag 連続タグ ID 取得（多数タグ用） × ○ ○ ○ ○ 

6 su_ReadTagID_Multiple_Stock 連続タグ ID 取得(溜めこみ) × ○ × × × 

7 so_ReadTagID_Multiple_Nomerge 連続タグ ID 取得(マージなし用） × × ○ ○ ○ 

8 so_GetTagRssi タグ ID+RSSI 取得 ○ ○ ○ ○ ○ 

9 so_GetTagRssi_ForManyTag タグ ID+RSSI 取得（多数タグ用） × ○ ○ ○ ○ 

10 so_ReadTagID_Memory タグ ID+RSSI+メモリ×1 取得 × × × ○ ○ 

11 so_ReadTagID_Memory2 タグ ID+RSSI+メモリ×2 取得 × × × ○ × 

12 so_ReadTagMemory タグメモリ読み取り ○ ○ ○ ○ ○ 

13 su_WriteTagData タグメモリ書き込み ○ ○ ○ ○ ○ 

14 so_BlockWriteTagData タグメモリ書き込み(BlockWrite コマンド) ○ ○ ○ ○ ○ 

15 so_WriteTagData_CustomVerify タグメモリ書き込み(ベリファイ動作変更) ○ × × × × 

16 so_KillTag タグ使用不可 ○ ○ ○ ○ ○ 

17 so_LockTag タグロック ○ ○ ○ ○ ○ 

18 so_BlockPermalock タグ恒久ロック(BlockPermaLock コマンド) ○ × × × × 

IO ポート操作 

1 so_SpSetIOPortState リーダ・ライタモジュール IO ポート状態設定 ○ × × × × 

2 so_SpGetIOPortState リーダ・ライタモジュール IO ポート状態取得 ○ × × × × 

3 so_SpSetIOPortValue リーダ・ライタモジュール IO ポート設定 ○ × × × × 

4 so_SpGetIOPortValue リーダ・ライタモジュール IO ポート取得 ○ × × × × 

5 so_SoSetIOPortDirection IO ポート入出力設定 × ○ ○ ○ ○ 

6 so_SoGetIOPortDirection IO ポート入出力取得 × ○ ○ ○ ○ 

7 so_SoOutputIOPort IO ポート出力 × ○ ○ ○ ○ 

8 so_SoInputIOPort IO ポート入力 × ○ ○ ○ ○ 

9 so_SetDefaultOutputIOPortValue IO ポート出力切替値設定 × ○ ○ ○ ○ 

10 so_GetDefaultOutputIOPortValue IO ポート出力切替値取得 × ○ ○ ○ ○ 

11 so_SoControlIOPort ワンショット IO ポート制御 × ○ × × × 

タグ移動時通知(動作モード) 

1 so_StartOperatingMode タグ移動時通知(動作モード)開始 × ○ ○ ○ ○ 

2 so_SendOperatingMode タグ移動時通知(動作モード)開始(VB6 用) × ○ ○ ○ ○ 

3 so_RecvOperatingMode タグ移動時通知(動作モード)データ取得(VB6 用) × ○ ○ ○ ○ 

4 so_StopOperatingMode タグ移動時通知(動作モード)停止 × ○ ○ ○ ○ 

5 so_GetOperatingModeState タグ移動時通知(動作モード)状態取得 × ○ ○ ○ ○ 

6 so_SetOperatingParameter タグ移動時通知(動作モード)パラメータ設定 × ○ ○ ○ ○ 

7 so_GetOperatingParameter タグ移動時通知(動作モード)パラメータ取得 × ○ ○ ○ ○ 

8 so_SendOperatingAck タグ移動時通知(動作モード)の ACK 返答 × ○ ○ ○ ○ 
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No.  関数名 説明 

対応 

f ファミリ CB ファミリ 

SP SP SU AR AU 

IO 入力変化時通知 

1 so_StartInputIOMonitorMode IO 入力変化時通知開始  × ○ ○ ○ ○ 

2 so_StopInputIOMonitorMode IO 入力変化時通知停止 × ○ ○ ○ ○ 

3 so_GetInputIOMonitorModeState IO 入力変化時通知状態取得 × ○ ○ ○ ○ 

4 so_SetInputIOMonitorParameter IO 入力変化時通知パラメータ設定  × ○ ○ ○ ○ 

5 so_GetInputIOMonitorParameter IO 入力変化時通知パラメータ取得 × ○ ○ ○ ○ 

アンテナ切替 

1 so_SetAntennaSwitchNum 動作アンテナポート設定 × ○ ○ ○ ○ 

2 so_GetAntennaSwitchNum 動作アンテナポート取得 × ○ ○ ○ ○ 

3 so_SetAntennaPort 動作アンテナポート設定(UP2 用） × × ○ × × 

4 so_GetAntennaPort 動作アンテナポート取得(UP2 用） × × ○ × × 

5 so_SetTxPAPowerAnt 各アンテナポートの RF 出力値を設定 × ○ ○ ○ ○ 

6 so_GetTxPowerAnt 各アンテナポートの RF 出力値を取得 × ○ ○ ○ ○ 

7 so_SetSessionAnt  各アンテナポートのセッション値を設定 × × ○ ○ ○ 

8 so_GetSessionAnt  各アンテナポートのセッション値を取得 × × ○ ○ ○ 

9 so_SetSessionState Dual Target の有効/無効の設定 × × ○ ○ ○ 

10 so_GetSessionState Dual Target の有効/無効の取得 × × ○ ○ ○ 

 

 

 

 

以上 


